
【沖縄県外来種データベース（哺乳類） 1/3】
20240222更新版

沖
縄
諸
島

大
東
諸
島

宮
古
諸
島

八
重
山
・
尖
閣
諸
島

島名

特
定
外
来
生
物

世
界
の
侵
略
的
外
来
種

ワ
ー

ス
ト
1
0
0

日
本
の
侵
略
的
外
来
種

ワ
ー

ス
ト
1
0
0

1 カン
ガ
ルー

クスクス フクロギツネ Trichosurus
vulpecula

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● ● 予防種

2 ハリ
ネズミ

ハリネズミ ハリネズミ属 Erinaceus  spp. - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 重点対
策外来
種

● 予防種

3 サル オナガザル タイワンザル Macaca
cyclopis

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 緊急対
策外来
種

● ● ● 予防種

4 ニホンザル Macaca fuscata (○) 沖縄島 1993年の記録。
近縁のアカゲザルでは在来植生
への影響が懸念

4) △ 国内
移動

区分外

5 カニクイザル Macaca
fascicularis

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● ● 予防種

6 アカゲザル Macaca mulatta - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 緊急対
策外来
種

● 予防種

7 オマキザル リスザル Saimiri sciureu (○) (○) 沖縄島、石垣島、西表
島、由布島

沖縄島では動物園への持ち込
み(1993年)、石垣島では過去に
目撃情報があった。西表島、由
布島では1980年代後半に確認。

12), 13),
16), 22)

△ その他
の総合
対策外
来種

予防種

8 ネコ ネコ ノネコ（イエネ
コの野生化し
たもの）

Felis silvestris
catus

○ ○ ○ ○ 沖縄島、伊平屋島、伊
是名島、津堅島、久高
島、渡嘉敷島、座間味
島、阿嘉島、慶留間
島、久米島、奥武島
（久米島）、南大東島、
北大東島、宮古島、石
垣島、黒島、西表島、
鳩間島、波照間島、与
那国島、黄尾嶼　等

沖縄島北部での野生化は1970
年代頃で、1995年頃から目撃例
が増え始めた。
市町村において条例の制定(国
頭村・東村・大宜味村・竹富町)
が行われれている。また、環境
省による駆除や、有害鳥獣とし
ての捕獲も行われている。
・黄尾嶼のネコは1895年頃持ち
込まれたとされ、1900年頃には
10頭ほどに増え、鳥禽類に少な
からぬ危害を与えているとされ
る。1971年の調査でも目撃され
た（池原 1971）

1), 2), 3),
6), 10),
11), 18),
21)

○ 緊急対
策外来
種

● ● 重点対
策種

9 アライグマ アライグマ Procyon lotor (○) (○) 沖縄島、由布島、西表
島

由布島と西表島では1988年に確
認。沖縄島は1990年代の記録。
小倉(2001)によれば1999年に沖
縄島で確認され、現在も生息の
可能性が高いとされている。

4), 10),
16), 22)

△ 緊急対
策外来
種

● ● ● 予防種

10 カニクイアライ
グマ

Procyon
cancrivorus

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● 予防種

11 マングース フイリマングー
ス

Herpestes
auropunctatus

○ (○) 沖縄島、屋我地島、渡
名喜島、伊是名島、伊
江島、石垣島、渡嘉敷
島、

1910年にネズミやハブの駆除を
目的として沖縄島の南部、渡嘉
敷島に放獣。沖縄島のみで定
着。
現在、駆除事業が実施されてい
る。
分子系統解析に基づき、従来
ジャワマングースHerpestes
javanicus とシノニムないし亜種と
されていたフイリマングースH.
auropunctatus が別種とされ，日
本に定着しているものはフイリマ
ングースであることが明らかに
なった．

3), 4), 6),
7), 8), 9),
10), 15),
22), 24)

○ 緊急対
策外来
種

● ● ● 重点対
策種

12 ジャワマン
グース

Herpestes
javanicus

- - - - (侵入していない) 侵入していない。
過去に日本に定着しているマン
グースは本種であると考えられ
ていた。

☓ 侵入予
防外来
種

● ● ● 予防種

13 シママングー
ス

Mungos mungos - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● 予防種

14 イタチ ニホンイタチ Mustela itatsi ○ ○ ○ ○ 沖縄島、伊平屋島、伊
是名島、伊江島、久米
島、座間味島、阿嘉
島、慶留間島、渡名喜
島、外地島、北大東
島、南大東島、宮古
島、来間島、多良間
島、石垣島、小浜島、
池間島、伊良部島、下
地島、西表島、竹富
島、波照間島

1965～1967年にネズミ駆除のた
め西表島に導入し、その後各地
に導入。
伊江島、座間味島、阿嘉島、北
大東島、南大東島、宮古島、波
照間島、伊良部島、下地島で定
着。2015年に慶留間島、外地島
でも確認されている。小倉
（2001）によれば沖縄島では
1956年もしくは1957年にみられ、
現在は生息の可能性は低いとさ
れている

2), 3), 4),
7), 8), 6),
9), 10),
13), 15),
20), 22)

○ 緊急対
策外来
種

国内
移動

● 重点対
策種

15 チョウセンイタ
チ

Mustela sibirica - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 重点対
策外来
種

国内
移動

● 予防種

16 フェレット Mustela furo (○) 沖縄島 動物園への持ち込み(1995～
1997)があった。野外での記録は
無い。

16) △ その他
定着予
防外来
種

予防種

17 シマスカンク Mephitis
mephitis

(○) 由布島、西表島 両島で1990年の記録 4) △ 区分外
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18 アメリカミンク
（ミンク）

Neovison vison - - - - (侵入していない) 侵入していない。 重点対
策外来
種

● 予防種

19 イヌ ノイヌ（イヌの
野生化したも
の）

Canis lupus ○ ○ ○ 沖縄島、座間味島、久
米島、南大東島、北大
東島、石垣島、西表島

放棄されたペット、放置された猟
犬がノイヌの供給源

3), 6),
10), 11),
23)

○ 重点対
策外来
種

重点対
策種

20 ジャコウネ
コ

ハクビシン Paguma larvata - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 重点対
策外来
種

予防種

21 ウシ ウシ ニホンイノシシ
（イノブタを含
む）

Sus scrofa
leucomystax

○ ○ ○ 沖縄島、渡嘉敷島、座
間味島、阿嘉島、慶留
間島、外地島、久場
島、西表島、内離島、
外離島、石垣島、宮古
島

狩猟目的の移入、飼育個体の
野生化
沖縄島と西表島ではリュウキュ
ウイノシシとの交雑個体が確認
されている。外地島では罠により
捕獲され、現在は生息していな
いといわれている。
有害鳥獣として捕獲されている。

10), 15),
7), 8), 9),
6), 2),
22), 25),
26)

○ 重点対
策外来
種

国内
移動

● ● 重点対
策種

22 ノヤギ Capra hircus ○ ○ 伊平屋島、屋那覇島、
粟国島、渡嘉敷島、座
間味島、慶留間島、安
慶名敷島、粟国島、西
表島、鳩間島、魚釣島

琉球列島では、15世紀に導入さ
れて飼育されるようになった。

10), 15),
3), 6), 2),
18)

○ 緊急対
策外来
種

● ● 重点対
策種

23 ウシ Bos taurus 西表島、内離島、外離
島、安室島

小倉（2001）は現在も生息の可
能性大としているが、その他の
報告はなく、詳細は不明。

22) △ 区分外

24 シカ アキシスジカ
（アクシスジカ）
属

Axis spp. - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● 予防種

25 ケラマジカ Cervus nippon
keramae

○ 屋嘉比島、阿嘉島、慶
留間島、外地島、渡嘉
敷島、座間味島、久場
島

本亜種は、17世紀前半に人為的
に移入された個体群に由来し、
島嶼への適応で小型化したと考
えられている。
阿嘉島、慶留間島、外地島、屋
嘉比島以外では昭和初期まで
に駆除。

2), 4),
10)

○ 国内
移動

区分外

26 シカ属（ケラマ
ジカを除く）

Cervus  spp. (○) 西表島、由布島 1987年に西表島、由布島でタイ
ワンジカ（ハナジカ）が確認され
ている。

4), 22) △ 重点対
策外来
種

● 予防種
（シカ
属（ケ
ラマジ
カを除
く）とし
て）

27 ダマシカ属 Dama spp. - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● 予防種

28 シフゾウ Elaphulrs
davidlanus

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● 予防種

29 キョン Muntiacus
reevesi

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 緊急対
策外来
種

● 予防種

30 シカ（種不明） (○) 沖縄島 1994年と1998年に確認。種不
明。

22) △ 区分外

31 ネズミ リス クリハラリス（タ
イワンリス）

Callosiurus
erythraecus

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 緊急対
策外来
種

● 予防種

32 フィンレイソン
リス

Callosciurus
finlaysonii

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● 予防種

33 タイリクモモン
ガ

Pteromys volans - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● 予防種

34 トウブハイイロ
リス

Sciurus
carolinensis

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ その他
定着予
防外来
種

● ● 予防種

35 キタリス Sciurus vulgaris - - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 緊急対
策外来
種

● 予防種

36 シマリス Tamias sibiricus (○) 沖縄島 1965年の標本 19) △ 重点対
策外来
種

予防種

37 ネズミ ハツカネズミ Mus musculus ○ ○ ○ 県内全域 交易などに伴う非意図的移入で
あり、侵入年代は不明。
県内全域に分布していると考え
られる。

10), 3),
4), 19)

○ 重点対
策外来
種

● 対策種

38 マスクラット Ondatra
ziberhicus

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 重点対
策外来
種

● 予防種
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39 クマネズミ Rattus rattus ○ ○ ○ ○ 伊平屋島、伊是名島、
伊江島、瀬底島、沖縄
島、久高島、渡嘉敷
島、座間味島、阿嘉
島、粟国島、慶留間
島、久米島、屋我地
島、渡名喜島、久場
島、南大東島、北大東
島、南大東島、池間
島、宮古島、来間島、
伊良部島、下地島、多
良間島、水納島、石垣
島、西表島、竹富島、
小浜島、鳩間島、与那
国島、仲ノ神島、波照
間島、魚釣島　等

交易などに伴う非意図的移入で
あり、侵入年代は不明。
県内全域に分布していると考え
られる。

10), 15),
3), 4), 6),
14), 2),
1), 19),
17), 18),
11), 20),
21), 22)

○ 緊急対
策外来
種

● 対策種

40 ドブネズミ Rattus
norvegicus

○ ○ ○ 伊平屋島、伊是名島、
沖縄島、久高島、渡嘉
敷島、阿嘉島、屋嘉比
島、座間味島、久米
島、宮古島、伊良部
島、多良間島、石垣
島、西表島、与那国
島、波照間島　等

交易などに伴う非意図的移入で
あり、侵入年代は不明。
県内全域に分布していると考え
られる。

10), 15),
3), 4),
14), 2),
19), 20),
22)

○ 重点対
策外来
種

対策種

41 ナンヨウネズミ Rattus exulans (○) 宮古島 1955年の標本を元に2001年に
本種と同定された。

10) △ 区分外

42 ヌートリア Myocastor
coypus

- - - - (侵入していない) 侵入していない。 ☓ 緊急対
策外来
種

● ● ● 予防種

43 テンジクネ
ズミ

オニテンジクネ
ズミ

Hydrochaeris
hydrochaeris

○ 石垣島、由布島、西表
島

カピバラの名で知られている。由
布島と西表島では1988年に確認
(4, 22)され、近年の情報はない。
石垣島では2013年に発見された
とされ(5)、現在の生息状況は不
明。繁殖は未確認。

4), 5),
22)

△ 区分外

44 マーラ属の一
種

Dolichotis  sp. (○) 由布島、西表島 1980年代後半に確認されている
が、現在は生息していないと考
えられる。

22) △ 区分外

45 ウサ
ギ

ウサギ カイウサギ
(アナウサギ)

Oryctolagus
cuniculus

○ (○) ○ 沖縄島、安田ヶ島、屋
那覇島、嘉弥真島、伊
良部島

伊良部島では過去に目撃情報
があった。浮離島(1989)の記録
があるが場所不明（文献22）

10), 15),
4), 12),
22), 6)

○ 重点対
策外来
種

● ● 対策種

主な参考文献)
1) 池原貞雄・下謝名松栄(1971). 尖閣列島の陸生動物. 尖閣列島学術調査報告　琉球大学; 85-114

2) 岩尾研二(2014). 慶良間列島の外来動物, みどりいし, 26; 24-34

3) 沖縄県(2005). 沖縄県の在来の生物に対して悪影響を及ぼす要因.　レッドデータおきなわ【動物編】付属資料.

4) 沖縄県立博物館(1996). 沖縄の帰化動物.
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